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新
潟
県
小
学
校
長
会
　
副
会
長
　
柳
　
　
　
恒
　
雄

そ
の
時
ど
う
動
く
か

　

今
年
度
の
関
ブ
ロ
神
奈
川
大
会
の
全
体
会

に
て
、
新
潟
県
小
学
校
長
会
の
こ
の
一
年
間

の
取
組
を
二
つ
紹
介
し
た
。
一
つ
に
は
、
政

令
指
定
都
市
へ
の
包
括
的
権
限
移
譲
に
伴
い
、

役
員
体
制
を
現
状
維
持
と
し
な
が
ら
も
、
新

潟
県
と
新
潟
市
に
お
け
る
共
通
と
独
自
の
取

組
事
項
を
念
頭
に
置
い
て
各
部
の
活
動
の
見

直
し
を
図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、

三
月
末
の
評
議
員
会
で
役
員
及
び
活
動
大
綱

等
を
議
決
で
き
る
よ
う
に
会
則
改
正
を
行
い
、

五
月
の
代
議
員
会
ま
で
の
空
白
期
間
を
解
消

し
て
、
四
月
初
か
ら
緊
急
事
態
に
適
時
対
応

で
き
る
体
制
に
整
え
た
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
二
つ
目
の
取
組
の
意
義
は
、
幸
い

年
度
始
め
に
大
き
な
緊
急
事
態
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
私
た
ち
に
は
「
そ
の
時
ど
う
動
く

か
」
と
い
っ
た
自
問
自
答
が
常
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
近
で
は
、
大
雨
洪
水
警
報
と
台
風
接
近

に
よ
り
、
当
校
が
避
難
所
と
し
て
準
備
さ
れ

て
い
る
中
で
、
明
日
か
ら
二
泊
三
日
の
佐
渡

へ
の
宿
泊
体
験
活
動
が
実
施
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
判
断
に
迫
ら
れ
た
。
登
山
等
と
は

違
っ
て
、
修
学
旅
行
的
な
行
事
の
延
期
は
初

め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
関
係
者
か
ら
こ

ち
ら
の
心
配
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
生
徒
の
死
亡
事
案
が
続
い
て
い
る

中
で
、
ハ
イ
リ
ス
ク
な
児
童
生
徒
に
対
し
て

家
庭
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
見
守
り
体
制

を
整
え
よ
、
と
い
う
県
教
育
委
員
会
か
ら
の

緊
急
の
指
示
が
あ
っ
た
。
職
員
は
こ
の
「
ハ

イ
リ
ス
ク
な
児
童
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
思
い
が
あ
り
、
高

学
年
児
童
全
員
の
保
護
者
と
連
絡
を
と
っ
て

も
ら
っ
た
。
そ
の
こ
と
で
、
友
人
関
係
の
悩

み
を
新
た
に
聞
き
出
し
た
例
が
あ
っ
た
。

　

禅
に
は
「
而
今
」
と
い
う
「
そ
の
時
は
突

然
く
る
の
で
は
な
い
。
一
瞬
一
瞬
が
勝
負
の

時
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
生
き
よ
」
と
の
教

え
が
あ
る
そ
う
だ
。
こ
の
自
覚
こ
そ
が
「
そ

の
時
ど
う
動
く
か
」
の
応
え
に
つ
な
が
る
は

ず
で
あ
る
。�

（
魚
沼　

堀
之
内
小
学
校
）

平
成
二
十
九
年
度

第
一
回
　
県
小
評
議
員
会
（
報
告
）

日
時
　
六
月
二
十
二
日
（
木
）
十
四
時
～
十
六
時
十
五
分

会
場
　
上
越
市
「
高
陽
荘
」

一
　
開
会
の
挨
拶�

大
野
会
長

　

年
間
の
四
分
の
一
が
瞬
く
間
に
終
わ
り
、

あ
と
一
月
で
夏
休
み
を
迎
え
る
。

　

本
日
は
残
り
の
四
分
の
三
の
期
間
の
事
業

推
進
に
つ
い
て
先
を
見
通
す
会
合
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
る
が
、
各
部
の
事
業

計
画
等
に
つ
い
て
協
議
を
お
願
い
し
た
い
。

二
　
議
長
選
出�

神
田
評
議
員

三
　
議
　
　
事

㈠　

報
告

１　

会
務
報
告

２　

全
連
小
関
係
・
関
ブ
ロ
関
係

３　

県
小
代
議
員
会
新
発
田
・
胎
内
・
聖
籠

大
会
関
係

㈡　

協
議

１　

各
部
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑴　

対
策
部�

丸
山
理
事

　
「
市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予
算

等
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
市
町
村
教

育
委
員
会
と
校
長
を
対
象
に
実
施

　

各
種
人
的
配
置
人
数
や
特
別
支
援
教

育
の
実
態
等
に
加
え
、
新
規
に
「
外
国

語
科
」
へ
の
取
組
に
つ
い
て
調
査

⑵　

福
利
部�

遠
藤
理
事

ア　

給
与
、
処
遇
改
善
や
再
就
職
・
再
任

用
に
向
け
た
調
査
研
究
活
動
の
推
進

イ　

福
利
厚
生
に
係
る
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
や
諸
活
動
の
充
実

⑶　

研
修
部�

中
澤
理
事

ア　

関
ブ
ロ
・
全
連
小
へ
の
大
会
参
加

イ　

道
徳
の
教
科
化
に
向
け
た
取
組
を
テ

ー
マ
に
し
た
地
区
別
研
究
集
会
の
開
催

ウ　

三
委
員
会
の
調
査
研
究
活
動
等

⑷　

広
報
部�

神
村
理
事

ア　
「
初
等
教
育
」
と
「
校
長
会
報
」
の
発
行

イ　

調
査
研
究
活
動
報
告
書
の
発
行

ウ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

エ　

全
連
小
広
報
部
と
の
連
携

２　

全
連
小
佐
賀
大
会
・
函
館
大
会

　
　

関
ブ
ロ
長
野
大
会

３　

平
成
二
十
九
年
度
要
望
書
の
作
成

四
　
連
　
　
絡

㈠　

平
成
三
十
年
度
県
小
代
議
員
会

・
期
日　

五
月
九
日
（
水
）

・
会
場　

魚
沼
市
小
出
郷
文
化
会
館

・
主
管　

小
千
谷
市
小
学
校
長
会

　
　
　
　

魚
沼
市
小
学
校
長
会

㈡　

全
連
小
刊
行
物
の
案
内
と
購
読

㈢　

平
成
二
十
九
年
度
日
本
教
育
会
新
潟
県

支
部
総
会
・
研
修
会

・
期
日　

七
月
八
日
（
土
）

・
会
場　

新
潟
市
「
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館
」

・
講
師　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

大
竹　

一
雄　

様

・
演
題　
「
企
業
に
求
め
ら
れ
る
人
材
」

五
　
閉
会
の
挨
拶�

近
藤
副
会
長
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特
別
寄
稿

教
　
育
　
雑
　
感

一
般
社
団
法
人
　
新
潟
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

会
　
長
　
佐
　
藤
　
健
　
之

　
「
学
問
の
ス
ス
メ
」
を
著
し
た
慶
應
義
塾

創
設
者
福
沢
諭
吉
は
彼
の
論
の
中
で
「
高
き

教
育
を
施
す
事
は
独
裁
者
を
現
出
さ
せ
な
い

最
短
の
道
で
あ
る
。」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
そ
の
高
き
教
育
と
は
、
何
で
あ
ろ

う
か
？

　

日
本
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
近
代
社
会
の

発
展
を
も
た
ら
し
た
二
つ
の
奇
跡
に
遭
遇
す

る
。

　

最
初
は
、
徳
川
幕
藩
体
制
か
ら
天
皇
親
政

へ
の
移
行
で
あ
る
。

　

封
建
社
会
か
ら
僅
か
数
十
年
で
欧
米
と
肩

を
並
べ
る
ほ
ど
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
徳
川
幕
藩
体
制
に
お
け
る
藩
校

と
寺
子
屋
に
よ
る
教
育
、
世
界
で
も
有
数
の

識
字
力
を
誇
っ
た
こ
の
国
の
教
育
力
の
高
さ

の
賜
物
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
俄
か
大
名
が
如
き
振
る
舞
い
に

よ
り
、
不
幸
な
戦
争
を
招
い
た
の
も
事
実
で

は
あ
る
が
。

　

そ
し
て
、
連
綿
と
続
い
た
そ
の
教
育
力
が
、

戦
後
焼
け
野
原
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
こ
の
国

を
僅
か
に
し
て
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
第
二
位
の
地

位
に
押
し
上
げ
る
と
い
う
第
二
の
奇
跡
を
引

想 う

き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
復
興
の
歴
史
の
中
で
、
何
が
そ
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
ピ
ー
タ

ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
言
う
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
？

そ
れ
は
常
に
現
状
を
吟
味
し
、
時
に
は
否

定
し
、
革
新
を
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、
つ
ま
り
新
規

事
業
が
生
ま
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
存
在
し
な
か
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
新
た
に

創
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
が
必

要
な
の
か
？

　

そ
れ
は
、
自
己
独
立
を
導
き
出
す
教
育
力

で
あ
り
、
型
に
は
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
常
に
問
題
意
識
を
も

つ
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
教
育
現
場
を
見
る
に
つ

け
、
大
胆
さ
と
寛
容
精
神
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
さ
え
き
ち
ん
と
や

っ
て
い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
答

え
は
Ｎ
Ｏ
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
教
育
で

あ
る
。

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
事
例
を
一
つ

ご
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

　

ま
さ
に
現
代
の
教
育
現
場
か
ら
逸
脱
し
て

し
ま
っ
た
若
者
が
い
た
。

　

そ
の
若
者
は
暴
走
族
に
も
属
し
て
お
り
、

高
校
卒
業
後
は
工
務
店
に
何
と
か
就
職
口
を

見
つ
け
て
働
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
将

来
を
誓
い
合
っ
た
女
性
と
同
棲
を
始
め
た
の

で
あ
る
。
互
い
に
安
い
給
料
で
あ
り
、
結
婚

式
な
ど
は
夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ
た
。

　

せ
め
て
彼
女
の
誕
生
日
に
部
屋
の
カ
ー
テ

ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
思
い
、
サ
ン
プ

ル
の
カ
ー
テ
ン
か
ら
彼
女
が
喜
び
そ
う
な
も

の
を
選
び
、
部
屋
に
付
け
た
の
で
あ
る
が
、

実
際
に
部
屋
に
飾
っ
て
み
る
と
想
像
し
て
い

る
も
の
と
は
か
な
り
違
っ
た
色
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
彼
は
、
部
屋
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ

な
い
よ
う
、
サ
ン
プ
ル
で
は
な
く
実
際
の
大

き
さ
の
カ
ー
テ
ン
を
掲
示
し
て
販
売
す
る
カ

ー
テ
ン
専
門
店
を
起
業
し
、
大
成
功
を
収
め

る
こ
と
に
な
る
。

　

大
胆
な
着
想
ゆ
え
の
成
功
例
と
言
え
る
。

　

現
代
の
教
育
者
は
順
風
満
帆
に
大
学
を
卒

業
し
、
社
会
の
経
験
を
積
ま
ず
に
教
育
現
場

に
入
っ
て
く
る
者
が
大
半
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
社
会
常
識
の
経
験
が
な
い
ま
ま
、

変
化
の
少
な
い
世
界
に
入
る
こ
と
で
も
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
ゆ
で
ガ
エ
ル
現
象
」
に
似
て
い

る
。カ

エ
ル
を
水
の
中
に
入
れ
、
徐
々
に
水
か

ら
お
湯
に
し
て
い
く
と
、
最
後
に
は
１
０
０

度
に
な
っ
た
段
階
で
死
に
至
る
。
温
度
変
化

に
気
付
か
な
か
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
前
に
気
付
き
を

与
え
る
こ
と
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
は
自

明
の
理
で
あ
る
。

　

多
様
な
生
き
方
を
認
め
、
子
ど
も
た
ち
が

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
に
導
い
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
教
育
現

場
の
指
導
者
に
は
異
業
種
の
人
々
と
多
く
交

流
し
、
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
う
。

　

新
潟
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
は
全
国
組

織
で
あ
り
、
老
若
男
女
、
全
て
の
方
に
門
戸

を
開
い
て
い
る
。
是
非
ご
入
会
を
お
勧
め
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
「
種
の
起
源
」
の
著
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
残
し
た
言
葉
に
「
こ
の

世
の
中
に
生
き
残
る
事
の
で
き
る
種
は
、
肉

体
的
に
優
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
頭
脳

明
晰
な
も
の
で
も
な
い
、
環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
る
種
の
み
で
あ
る
。」
と
。

　

ま
さ
に
こ
れ
を
教
育
と
い
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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度
に
な
っ
た
段
階
で
死
に
至
る
。
温
度
変
化

に
気
付
か
な
か
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
前
に
気
付
き
を

与
え
る
こ
と
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
は
自

明
の
理
で
あ
る
。

多
様
な
生
き
方
を
認
め
、
子
ど
も
た
ち
が

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
に
導
い
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
教
育
現

場
の
指
導
者
に
は
異
業
種
の
人
々
と
多
く
交

流
し
、
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
う
。

新
潟
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
は
全
国
組

織
で
あ
り
、
老
若
男
女
、
全
て
の
方
に
門
戸

を
開
い
て
い
る
。
是
非
ご
入
会
を
お
勧
め
す

る
も
の
で
あ
る
。

「
種
の
起
源
」
の
著
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
残
し
た
言
葉
に
「
こ
の

世
の
中
に
生
き
残
る
事
の
で
き
る
種
は
、
肉

体
的
に
優
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
頭
脳

明
晰
な
も
の
で
も
な
い
、
環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
る
種
の
み
で
あ
る
。」
と
。

ま
さ
に
こ
れ
を
教
育
と
い
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

長
善
館
の
志
を
も
っ
て

　

新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
燕
市
は
、

信
濃
川
の
支
流
中
之
口
川
、
西
川
に
沿
っ
て

開
け
た
金
属
洋
食
器
を
中
心
と
し
た
金
属
加

工
の
町
と
し
て
、
国
内
外
に
広
く
知
れ
渡
っ

て
い
る
。
こ
の
「
つ
ば
め
」
の
地
名
が
歴
史

上
に
登
場
す
る
の
は
、
今
か
ら
五
百
二
十
年

前
の
明
応
六
年
（
一
四
九
七
年
）
で
あ
る
。

白
河
荘
水
原
条
（
現
在
の
阿
賀
野
市
水
原
付

近
）
を
本
拠
地
と
す
る
水
原
憲
家
が
、
嫡
子

又
三
郎
に
五
か
所
の
所
領
を
譲
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
「
津
波
目
分
」
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
当
時
の
守
護
代
・
長
尾
能
景
（
上
杉

謙
信
の
祖
父
）
が
新
た
に
水
原
に
与
え
た
所

領
の
よ
う
で
あ
る
。
津
は
港
を
さ
し
、
目
は

中
心
と
い
う
意
味
か
ら
、
津
波
目
は
信
濃
川

を
通
る
舟
の
着
く
所
で
あ
り
、
近
く
の
村
々

か
ら
米
が
集
ま
り
、
舟
に
積
ま
れ
て
い
た
場

所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
津
波
目
」

が
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
今
の
「
燕
」
に
変

化
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ

る
。

　
燕
長
善
タ
イ
ム

　

素
早
く
変
わ
る
問
い
の
画
面
。
問
題
に
即

答
す
る
子
ど
も
た
ち
。
休
み
明
け
の
月
曜
日

の
朝
八
時
十
五
分
、
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、

気
だ
る
そ
う
な
顔
の
子
は
、
教
室
に
い
な
い
。

一
日
の
始
ま
り
か
ら
、
脳
が
全
力
疾
走
す
る
。

今
ま
で
の
自
分
の
経
験
に
は
な
い
朝
の
教
室

の
風
景
で
あ
る
。

　

当
市
で
は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、
全
小

学
校
で
朝
の
時
間
に
「
燕
長
善
タ
イ
ム
」
と

命
名
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
、
子
ど
も
た
ち
の
集
中
力
や
学
習
意
欲
を

高
め
、
一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
目
的

で
行
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
教
材
等
を
利

用
し
、
短
時
間
で
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
活
動

や
基
礎
計
算
や
漢
字
練
習
、
音
読
な
ど
の
反

復
練
習
の
取
組
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の

朝
の
わ
ず
か
十
五
分
の
お
か
げ
で
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
気
持
ち
で
一
時
間
目
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
中
学

校
に
お
い
て
も
内
容
は
違
う
が
、
燕
長
善
タ

イ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
燕
長
善
タ
イ

ム
の
他
に
も
、「
長
善
館
学
習
塾
」「
長
善
館

若
手
教
師
塾
」
な
ど
、「
長
善
館
」
に
由
来
す

る
様
々
な
教
育
活
動
、
教
育
施
策
が
行
わ
れ

実
を
上
げ
て
い
る
。

　
私
塾
「
長
善
館
」

　

長
善
館
は
、
一
八
三
三
年
（
天
保
四
年
）、

鈴
木
文ぶ
ん
た
い臺
（
陳
蔵
）
に
よ
っ
て
当
時
の
粟
生

津
村
（
現
燕
市
粟
生
津
）
に
創
設
さ
れ
た
も

の
で
、
明
治
四
十
五
年
ま
で
の
お
よ
そ
八
十

年
続
い
た
私
塾
で
あ
る
。
主
に
漢
学
を
教
え
、

門
弟
は
四
、
五
十
名
、
多
い
時
に
は
七
十
名

を
超
え
た
と
い
う
。
入
門
者
は
地
域
的
に
は

西
蒲
原
、
南
蒲
原
、
三
島
郡
が
多
く
、
中
に

は
与
板
藩
、
村
上
藩
、
高
崎
藩
の
武
士
の
子

弟
な
ど
も
学
ん
で
い
た
。
当
時
の
粟
生
津
村

は
長
岡
藩
に
属
し
て
お
り
、
長
岡
藩
に
は
崇

徳
館
と
い
う
藩
校
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
域

か
ら
崇
徳
館
で
学
ん
だ
人
は
い
な
か
っ
た
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
新
潟
県
で
は
私
塾

が
一
六
七
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
で

長
善
館
は
「
都
鄙
に
ま
れ
な
る
塾
に
し
て
、

北
越
の
文
化
を
振
興
し
た
る
も
の
」
と
し
て
、

刈
羽
の
三
余
堂
と
と
も
に
、
明
治
政
府
よ
り

そ
の
功
績
を
称
え
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
長
善

館
で
学
ん
だ
門
人
の
中
か
ら
、
著
名
な
人
物

が
多
数
輩
出
さ
れ
た
。
長
谷
川
鉄
之
進
ら
の

勤
王
家
、
長
谷
川
泰
を
は
じ
め
と
す
る
医
学

科
の
先
達
者
、
小
柳
司
気
太
ら
の
学
者
・
文

人
、
荻
野
左
門
ら
の
政
治
家
で
あ
る
。

　

医
学
界
で
活
躍
し
た
長
谷
川
泰
は
、
安
政

三
年
、
十
五
歳
で
長
善
館
に
入
門
し
、
そ
の

後
江
戸
で
の
遊
学
を
経
て
、
河
井
継
之
助
に

見
い
だ
さ
れ
長
岡
藩
の
軍
医
と
し
て
活
躍
し

た
。
会
津
・
塩
沢
で
戦
傷
死
し
た
継
之
助
に

最
後
ま
で
付
き
従
っ
た
。
そ
の
後
、
東
京
大

学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
第
一
大
学
区
医
学

校
、
明
治
九
年
に
は
、
自
ら
が
医
学
専
門
学

校
で
あ
る
「
済
生
学
舎
」
を
創
設
し
、
そ
の

校
長
と
し
て
、
西
洋
医
学
の
医
師
養
成
に
偉

大
な
功
績
を
残
し
た
。
野
口
英
世
も
こ
の
済

生
学
舎
の
出
身
で
あ
り
、
長
谷
川
泰
の
存
在

が
、
野
口
英
世
の
人
生
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
小

さ
な
村
の
小
さ
な
私
塾
で
学
ん
だ
人
間
が
、

日
本
の
西
洋
医
学
の
歴
史
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
た
こ
と
は
、
驚
く
こ
と
で
あ
り
、
誇
り

に
思
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

塾
名
の
「
長
善
館
」
は
、
初
代
館
主
の
鈴

木
文ぶ
ん
た
い臺

が
、
中
国
の
礼
記
の
中
の
学
記
篇
に

出
て
く
る「
教
也
者
、長
善
而
救
其
失
者
也
。」

（
教
な
る
者
は
、
善
を
長
じ
て
、
そ
の
失
を

救
う
者
也
）
を
引
用
し
て
命
名
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
教
師
に
対
し
て
「
教
育
は
、
人

の
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、
欠
点
を
補
っ
て

や
る
こ
と
だ
。」と
教
え
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

鈴
木
文ぶ
ん
た
い臺

の
長
善
館
の
目
的
や
教
育
に
対
す

る
理
念
を
内
外
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
教
え
は
、
現
在
の
教
育
に
も
十
分

通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
い
じ
め
や
不
登
校
等
、

様
々
な
課
題
が
山
積
す
る
教
育
の
現
場
で
、

教
師
た
る
者
は
、
改
め
て
「
長
善
救
失
」
と

い
う
教
育
の
本
質
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
考

え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
燕
・
西
蒲　

燕
南
小
学
校
）

郷土　
風土記

燕長善タイムの様子
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温泉で疲れを癒す

想
・
視
点
へ
の
気
付
き
を
生
み
、
有
意
義
で

あ
る
。

　

今
年
度
は
、既
に「
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
県
小
校
長
会
上
越
大
会
レ
ポ
ー
ト
」
に
つ

い
て
、
情
報
交
換
や
検
討
会
を
実
施
し
た
。

円
滑
な
学
校
運
営
や
充
実
し
た
研
修
に
向
け
、

適
切
な
準
備
が
で
き
た
。

二
　
機
に
応
じ
た
研
修
会
の
実
施

　
「
資
質
・
能
力
の
獲
得
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
」「
言
語
活
動
の
充
実

一
中
学
校
区
一
取
組
」、
こ
れ
ら
は
今
年
度
計

画
し
て
い
る
研
修
内
容
の
一
部
で
あ
る
。
新

学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
て
の
準
備
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
直
面
し
て

い
る
課
題
を
取
り
上
げ
、
必
要
に
応
じ
て
外

部
講
師
を
招
聘
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
今
年
オ
ー
プ
ン
の
「
妙
高

高
原
ほ
っ
と
ア
リ
ー
ナ
」
へ
出
掛
け
、
見
学

だ
け
で
な
く
実
際
に
施
設
を
活
用
し
て
み
る
、

校
長
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
専
門
性
か
ら
学
ぶ
な

ど
、
多
種
多
様
な
研
修
、
教
育
活
動
で
す
ぐ

に
生
か
せ
る
研
修
も
当
会
の
特
徴
で
あ
る
。

　

妙
高
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
子
ど
も
に

真
っ
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
ど
ん
な
教
育
活

動
を
仕
組
ん
で
い
く
か
、
温
か
な
雰
囲
気
の

中
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
当
会
で
あ
る
。

学校紹介
一
　
学
校
の
特
色
と
経
営
方
針

　

阿
賀
野
市
、
旧
笹
神
村
に
あ
る
笹
岡
小
学

校
（
全
校
児
童
数
一
七
六
名
）
は
、
四
つ
の

小
学
校
が
統
合
し
、
今
年
で
三
十
五
周
年
を

迎
え
る
。
豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
あ
り
、
農

業
と
五
頭
温
泉
郷
な
ど
の
観
光
業
が
中
心
産

業
で
、
家
庭
・
地
域
と
も
に
学
校
教
育
に
理

解
が
あ
り
、
協
力
的
で
あ
る
。

　

笹
岡
小
の
児
童
は
と
て
も
素
直
で
、
規
範

意
識
も
高
い
が
、
積
極
性
や
社
会
性
が
十
分

育
っ
て
い
な
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
①

学
習
へ
の
主
体
性
と
②
自
尊
感
情
を
高
め
て

い
く
社
会
性
の
育
成
を
学
校
の
課
題
に
据
え
、

旧
小
学
校
区
を
代
表
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
つ
く
る
「
地
域
連
携
推
進
会
議
」
を
組

織
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

二
　
特
色
あ
る
教
育
活
動

㈠
　
主
体
性
を
育
む
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

生
活
、
総
合
を
中
心
と
し
た
六
年
間
の
系

統
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
貫
く
の
は
「
郷
土
愛

の
育
成
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」
で

あ
る
。
児
童
の
学
び
の
場
を
地
域
に
広
げ
、

「
地
域
へ
の
発
信
・
貢
献
」
を
学
び
の
成
果

と
し
て
目
指
し
、
学
習
を
深
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
四
年
生
は
「
阿
賀
野
市
の
湧
き
水

調
べ
～
名
水
を
市
民
に
広
め
よ
う
～
」
に
取

り
組
ん
だ
。
七
つ
の
湧
き
水
の
特
徴
（
水
温
、

硬
度
な
ど
の
水
質
、
味
、
い
わ
れ
な
ど
）
を

調
査
し
ま
と
め
た
。
児
童
の
興
味
は
、
湧
き

水
を
活
用
し
た
商
品
に
ま
で
膨
ら
み
、
湧
き

水
を
使
っ
た
洋
菓
子
店
や
蕎
麦
屋
へ
の
取
材
、

さ
ら
に
調
理
実
習
ま
で
行
っ
た
。
学
び
の
成

果
は
、
校
内
は
も
ち
ろ
ん
水
道
局
や
市
役
所

で
の
発
表
に
加
え
、
県
主
催
の
「
新
潟
県
の

名
水
の
魅
力
発
表
会
」
や
阿
賀
野
市
の
名
水

Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
と
進
み
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
貢

献
し
た
。

㈡
　
社
会
性
を
育
む
体
験
学
習
の
充
実

　

九
月
に
「
全
校
五
頭
登
山
」
を
行
っ
て
い

る
。
全
校
で
縦
割
り
班
を
つ
く
り
、
班
ご
と

に
全
員
が
頂
上
を
目
指
し
、
下
山
後
は
地
元

の
五
頭
温
泉
旅
館
六
か
所
に
分
か
れ
入
浴
し

て
い
る
。
五
頭
山
や
温
泉
の
歴
史
の
事
前
学

習
、
登
山
や
入
浴
の
マ
ナ
ー
の
習
得
か
ら
リ

ー
ダ
ー
指
導
ま
で
、
ま
さ
し
く
総
合
的
な
学

習
で
あ
る
。
児
童
は
体

験
を
と
お
し
て
学
び
、

様
々
な
気
付
き
や
自
信

を
得
た
。
そ
こ
に
は
教

科
、
特
別
活
動
、
道
徳

を
横
断
し
た
充
実
し
た

学
び
が
あ
る
。

　

三
年
前
、
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
た

妙
高
戸
隠
連
山
。
個
性
的
な
山
々
が
密
集
し
、

山
麓
に
点
在
す
る
高
原
や
湖
沼
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
独
特
の
景
観
が
大
き
な
魅
力
で
あ

る
。
そ
の
中
心
を
成
す
妙
高
山
の
麓
で
、
豊

か
な
自
然
を
資
源
と
し
、

感
動
体
験
や
困
難
な
体
験

な
ど
の
様
々
な
体
験
及
び

協
働
的
な
学
び
を
通
し
て

学
ぶ
こ
と
の
よ
さ
を
実
感

で
き
る
「
ほ
ん
も
の
教
育
」
を
実
践
し
て
い

る
妙
高
市
小
学
校
長
会
。
小
学
校
長
八
名
、

市
立
特
別
支
援
学
校
長
一
名
を
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
、
計
九
名
で
構
成
し
て
い
る
。
定
例

会
は
年
十
一
回
。
組
織
的
・
計
画
的
に
研
修

や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
、
二
つ

の
視
点
か
ら
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
。

一
　
コ
ン
パ
ク
ト
な
よ
さ
を
生
か
す

　

全
員
で
九
名
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
校
長
会
で

あ
る
。
こ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
よ
さ
を
生
か
す

と
い
う
会
長
の
方
針
の
下
、
一
番
の
特
徴
は
、

微
に
入
り
細
に
入
り
濃
密
な
情
報
交
換
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
課
題
、
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
等
、
一
つ

一
つ
の
内
容
を
全
員
で
共
有
し
、
胸
襟
を
開

い
た
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
こ
の
雰
囲
気

の
中
で
行
わ
れ
る
意
見
交
換
は
、
新
た
な
発

妙
高
市
小
学
校
長
会

阿
賀
野
市
立
笹
岡
小
学
校

温
か
な
雰
囲
気
の
中
で
切
磋
琢
磨
を

児
童
の
主
体
性
と
社
会
性
を
育
む

　
　
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組

郡市だより




